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長大な尿管 ポ リープの1例
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LONG URETERAL  POLYP  : A CASE REPORT
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   A case of long ureteral polyp is presented. The patient was a 62-year-old woman complaining 
of asymptomatic macrohematuria. Radiological examinations revealed ureteral tumor. A tumor 
was found with cystoendoscopy, and by transurethral biopsy in bladder the tumor was not 
malignant. Polypectomy was performed. The tumor removed was fibrous polyp measuring 
about 8 cm in length. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1197-1200, 1989) 
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は じ め に

尿管ポリープは比較的多数の報 告があるが長さ5

cm以 上におよぶ長大な尿管ポ リープは現在までに41

例 しか報告がなく,比 較的稀な疾患と考えられる.最

近われわれは,長 さ8cmの 長大な尿管ポリープを経

験 したので報告する.

症

患者:62歳,女 性

初診ll987年4月

主訴:肉 眼的血尿

家族歴1特 記事項なし

既往歴

例

:不 整脈(昭 和48年 よ り内服治療中)

現病歴:1982年1月 無症候性血尿にて発症,近 医にて

膀胱炎の診断にて治療を受けるも治癒せず.他 医にて

尿管ポ リープの診断を受ける.手 術勧められるも放置

1987年4月 血尿にて当院分院を受診.精 査 ・手術 目

的にて当科入院となる,

現症'体 格は やや 肥 満,理 学 的 所見 に 特 記 事 項 な

し.表 在 リ ンパ 節 の腫 脹 等 認 め ず.

検 査 所 見:血 沈15mm/h,末 梢 血;RBC385×lo4

/mm3,wBC8,800/mm3,Hbl2.59/dl,Ht38.1%.

血 液 生 化 学;TP8.4g/dl,BUNlO.7mg/dl,Cr

o.99mg/dl,Na147mEq/l、K3.7mEq/1,clIog

mEq/l,GoTl6mu/ml,GPT6mu/l,LDH308

mU/i,尿 所見;蛋 白(一),糖(一),尿 沈 渣;RBC

1～2/hpf,wBc1～2/20hpf,尿 細 胞 診:細 胞 に 異型

な し.膀 胱 鏡所 見:膀 胱 粘 膜 に異 常 を認 め ず,右 尿管

口 よ り尿 の流 出に 伴 い表 面 平 滑 な 腫瘤 が 出入 りす る さ

まが 認 め られ た.

X線 学的 所 見1経 静脈 性排 泄 性 尿路 造 影 で は 左 側 に

異 常 を 認め ず,右 側 で は 上 部 に は特 記 す べ き所 見 は無

か ったが(水 腎 症 も認 め なか った),尿 管 下 部 に腫 瘤

に よる もの と思わ れ る陰 影 欠 損 が 認 め ら れ た(Fig.

1).右 側 逆 行 性 腎 孟 造影 で は上 部 は 造 影 剤 が い き渡 ら

ず詳 細 は 不 明で あ る が,下 部尿 管 に 腫 瘤 に よる と思わ

れ る陰 影 欠 損 が認 め られ た(Fig.2).
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Fig.1.経 静脈性排泄性尿路造影:水 腎症は認めない.

右尿管下部に表面平滑な腫瘤に よると思われ

る陰影欠損を認める.
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Fig.2.右 側逆行性尿路造影:上 部まで造影剤がいき

渡らない.下 部尿管に(Fig.1)と 同 じく腫

瘤によると思われる陰影欠損を認める.

術前病理診断:前 述のごとく腫瘤の一部は膀胱鏡に

て膀胱内に観察することが可能であったので,こ れを

一一部採取した.病 理組織像は表面は移行上皮に覆われ,

Fig.3.術 前生検病理像:表 面を移行上皮に覆 われ

る,間 質の著明な浮腫,毛 細血管拡張等を認

めるも,悪性をうかがわせる所見を認めない.

Fig.4.術 中 の ポ リー プ概 観:ポ リー プの 全 長 は 約8

cm,表 面 は平 滑 で,弾 力 性 に 富 み,先 端 部 に

発 赤 を認 め た.

間質の著明な浮腫と毛細血管拡張を見たが悪性像を認

めなかった(Fig.3).

以上により右尿管ポリープの診断のもと,尿 管ポリ

ープ切除術を施行した.

手術所見:全 麻下に腰部斜切開を加え,右 尿管に達

す.ポ リープの基部と思われる部位に縦切開を加え,

ポ リープの全容を明らかにし,こ れを尿管より離断摘

出した.尿 管切開部位を縫合し,終 了した.

摘出標本:ポ リープは全長約8cm,弾 力性を有し

柔軟で表面は平滑,先 端部にやや発赤を認めた(Fig.

4).病 理組織像は,表 面を移行上皮に包まれ,間 質は

疎な結合織と著明な浮腫,毛 細血管の拡張を認めた.

移 行上皮の一部に萎縮像を認めたが,悪 性像はこれを

認めなかった(Fig.5).病 理診断はfibrouspolyp

であ った.

術後経過は良好であり,術 後25日 目に退院,現 在外

来にて経過観察中である.

考 察

尿管ポ リー プの定義 として確立した ものはないが
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Fig。5.ポ リープ摘出標本:表 面を移行上皮に包まれ

る.間 質は疎な結合織と著明な浮腫,毛 細血

管の拡張を見る.移 行上皮の一部に萎縮像を

見るも,悪 性像を認めない.

Scottら2)は 中胚葉由来の非上皮性のもので,外 観は

細長い紡錘形を呈し,表 面は移行上皮で覆われ,顕 微

鏡的には基質成分が主であるとしている.し かしなが

ら,ポ リープという名称が元来肉眼的状態に対するも

のであることから,有 茎性に内腔に突出したものであ

れば組織的所見は二の次であるとするものも少なくな

い3-6)境 ら7)は,や は りポリープとい う名称は,元

来病理学的診断名としてより形態学的診断名として定

義されているとしている.さ らに,尿 管ポリープの報

告として悪性所見を認めるものがないことにも言及し

てお り,尿 管に関 しては特にポリープとは良性のもの

を指しているようである.

Scottら1)の 提唱する尿管ポリープの概念は1)発 生

学的,2)病 理学的,3)形 態学的の3つ の分野にまたが

った概念といえる.そ の発生に関しても諸説があり,

先天性説 ・炎症説 ・機械的刺激説 ・アレルギー説 ・ホ

ルモン失調説等が言われているがやは り確立したもの

はないとされている8).

すなわち,こ れらの定義上の不統一お よびその発生

などの未解明の部分が,尿 管ポ リープの概念を一層難

解にしていると思われる.長 大な尿管ポリープに関し

ては,近 藤ら8)が5cm以 上のものを長大とし18例を

集計して以来(1977),立 花 ら9)が31例(1982)を,

菅尾 ら10)が40例(1986)を 集計し,報 告 している.さ

らに葛西ら11)が1例 報告してお り,自 験例は42例 目と

考えられる.

長大な尿管ポ リープは誘因らしきものが無い原発性

ポリープであ り,短 小なポ リープは結石や感染に続発

した2次 性 ポリープであるとす る考え方が主流であ

り,近 藤 ら8),大 沢 ら12)は何れ も結石 ・炎症を合併す

る例は有意に短小なものに多いとしている.実 際に,

本邦で報告され ている長大な尿管ポ リープ ・42例 中
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(自験例を含む)で 結石合併例は2例 にすぎないこ

と,ま た小児尿管ポリープでも結石合併例がない10)こ

とは,他 の尿管ポ リープで結石の合併率が高いことと

は対照的であ り,長 大な尿管ポ リープと小児尿管ポ リ

ープは原発性ポ リープである可能性が大きいと言えそ

うである.し かし,こ の考え方に関しては異論も提示

されてお り,長 沼らDは,結 石合併例では症状が現わ

れ易いため,発 見されやすいためではないかとして

いる.

しかし,一 般的に尿管ポリープが男性の上部尿管に

多いのに対し,長 大な尿管ポ リープが女性の下部尿管

に多いこと,ま た小児の尿管ポ リープに至っては,全

例男性であったこと9),さ らに長大な尿管ポリープで

も男性では左側上部尿管に多く,女 性では左右差はほ

とんど見られないなどといったこと夏o)が報告されてお

り,や は り明らかに尿管ポリープの中でもい くつかの

起源を異にするものが含まれている可能性を示唆して

いると思われる.即 ち,前 述のごとく尿管ポ リープの

概念自体が,か な り多岐にわたっているため,い くつ

かのものを内包している可能性が高いと思われる.発

生学的,病 理学的な尿管ポリープの概念の確立が待た

れるところである.

結 語

長 大 な ポ リー プの1例 を 経 験 した の で報 告 した.ポ

ー プ の長 さは 約8cmで あ り,本 邦42例 目であ った と

思わ れ る.
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